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新庁舎建設に関する特別委員会会議録 

 

平成２８年４月８日 金曜日 

  午前１０時０２分開議 

  午前１１時１７分閉議（実時間７２分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．新庁舎の機能、規模、予算など新庁舎建設

に関する諸問題の調査 

（新庁舎の方式について） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  前 垣 信 三 君 

副委員長  幸 村 香代子 君 

委  員  亀 田 英 雄 君 

委  員  友 枝 和 明 君 

委  員  成 松 由紀夫 君 

委  員  野 﨑 伸 也 君 

委  員  橋 本 幸 一 君 

委  員  橋 本 隆 一 君 

委  員  古 嶋 津 義 君 

委  員  増 田 一 喜 君 

委  員  村 上 光 則 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

委  員  矢 本 善 彦 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 財務部長       岩 本 博 文 君 

  新庁舎建設課長   谷 脇 信 博 君 

 企画振興部長     福 永 知 規 君 

                              

○記録担当書記     岩 﨑 和 平 君 

            松 本 和 美 君 

 

（午前１０時０２分 開会） 

○委員長（前垣信三君） それでは、皆さん、

改めましておはようございます。（｢おはよう

ございます」と呼ぶ者あり） 

 定刻となり定足数に達しましたので、ただい

まから新庁舎建設に関する特別委員会を開会い

たします。 

                              

◎新庁舎の機能、規模、予算など新庁舎建設に

関する諸問題の調査 

（新庁舎の方式について） 

○委員長（前垣信三君） それでは、特定事件

であります新庁舎の機能、規模、予算など新庁

舎建設に関する諸問題の調査を議題とし、調査

を進めます。 

                              

○委員長（前垣信三君） まず、新庁舎の方式

についてを議題といたします。 

 本委員会は、３月定例会がありましたので、

３月１６日が審議の期間としては最終だと思っ

ております。しばらく間があいておりますけれ

ども、今までの委員会の流れを総括をいたしま

すと、本庁方式または分庁方式、どちらかの選

択にするかという話の中で、千丁・鏡支所を一

部活用して、分散型で、これも本庁方式ではど

うかというような内容の話までは出ていたよう

な気がしますが、きょうは、そのあたりを含め

て、委員の皆さん方の活発な御審議をお願いを

いたしたいと思います。 

 本件について、質疑、御意見はございません

か。 

○委員（亀田英雄君） 先日、議会が終わりま

して、会派合同の議会報告会をしたんですよ。

その中で、終わってからの話だったんですが、

千丁と鏡は耐震基準に合わないようになるとい

うような話を伺ったんですが。その根拠とし

て、何か、執行部が商工会議所のほうに出向か
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れて話をされた中で伺ったというような話を聞

いたんですが、その真偽について、そうなの

か、庁舎は耐震がとれないのかとれているの

か、そんな話をされたのかということについ

て、ちょっとお聞きしたいと思います。 

○新庁舎建設課長（谷脇信博君） はい。おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり）新庁舎建設課長の谷脇です。よろ

しくお願いします。 

 商工会議所のほうで、せんだって勉強会がご

ざいました。その中で、千丁支所と鏡支所が耐

震がとれないという話は一切いたしておりませ

ん。（委員亀田英雄君「してない」と呼ぶ）は

い。 

○委員（亀田英雄君） はい。してないならい

いです。何かそんな話をちょっと聞いたもので

すから、心配されて、そのような話を寄せられ

たというようなこともあったものですから、確

認したことでした。ないということですね。耐

震はとれてるということですね。 

○委員長（前垣信三君） ほかにございません

か。 

○委員（亀田英雄君） 今、委員長もおっしゃ

られたんですが、３月１６日から久しぶりの会

議となると。それまでは、３月議会で可決しな

ければ、間に合う、間に合わないと、間に合わ

なくなるというような話だったと。その辺の言

葉は、ニュアンスはちょっと、また正しくして

いただきたいんですが、３月議会で可決しない

と間に合わなくなるというような話の中で、結

局４月を越えてしまったんですよね。もう間に

合わぬとですかね。３月議会で可決せんば間に

合わぬと言いよんなったと私は記憶しとっとで

すが。その辺の、間に合う、間に合わぬってい

う話は、どういうふうに整理されるんですか

ね。 

○新庁舎建設課長（谷脇信博君） はい。私ど

もは、十分な施工期間をとるためには、当然、

ことしの４月から基本設計のほうに入っていか

ないと時間がとれませんということで、今まで

何度も御説明してきました。 

 最終的に、工期が短くなれば、また建設単価

も上がるということになりますので、その辺を

含めて言ったところです。 

 今回、３月議会において予算が可決されなか

ったという部分で、今回おくれをとったわけで

すが、それを挽回することができるんだという

ふうに、せんだって亀田議員は討論、採決の中

で言われましたですよね、環境センターを例に

とられて。それは、ちょっと、その話とこの庁

舎の話は違うかなというふうに私どもは認識し

ております。 

 ですから、非常に厳しい状況であるというこ

とには変わりございません。 

○委員（亀田英雄君） 私が話した内容ばひっ

かけて、そげんした話をすっとは、私にけんか

吹っかけよっとかい。（｢そういうことではな

いだろう」と呼ぶ者あり）黙っとてください。

そげんした話ばしたっじゃなかでしょうが。こ

ん今まで言いよった話ばちょっと整理してくれ

んねって話ばしたっじゃなかですか。そればひ

っかけて、そげんした話ばしろって言うたっじ

ゃなかじゃないですか。（｢そのとおり、その

とおり」と呼ぶ者あり）失礼ですよ、その話

は。あなたがげん言ったけどって、そげんして

してくっとなら言い方がありますよ。何て話で

すか。穏やかに話してれば、何かこう。そんな

つもりで私は話したっじゃなかですよ。 

 で、間に合わなくなるって言うなら、１６日

にして、きょうの会議はどなたが招集されたん

ですか。ずうっとあって、執行部はアプローチ

してきたっちゃよかっじゃなかですか。そん間

に市長だって外国に行っとうし、何のアプロー

チもなかですよ。本当に、何かしたような、何

かする必要があるっちゃなかですか。何で今ま

で、途中何もアプローチせぬと、そんな言わる
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っとなら。 

 いかがですか。大概今んとは憤慨する。何

で、途中何で、アプローチも一回もない。

（｢亀田議員、ちょっと冷静に」と呼ぶ者あ

り）あって、そげん言われれば。冷静にしたい

ですよ。（｢けんか腰のごた話。ちょっと冷静

に、冷静に」と呼ぶ者あり）けんか振られたか

と思ったもんだいけん、ちょっとしとっとばっ

てんですたい。何で途中、アプローチされなか

ったんですか。 

○委員長（前垣信三君） どなたかお答えにな

りますか。 

○財務部長（岩本博文君） はい。おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）財務部の岩本でございます。 

 ３月定例会、終わりまして、いろいろ期間も

ございました。私たちも、委員会をですね、開

いてほしいという気持ちは、もうやまやまでご

ざいまして、ただ、この委員会について、委員

長のほうにですね、執行部から、言うなればせ

っついて、早うしてくださいというようなこと

で、そういうことをしていいものかどうかとい

うようなところの、一つのちょっと気持ちもご

ざいました。 

 執行部だけそやん焦ってっていうか、何か、

執行部が先頭を切って委員会を引っ張っていく

と、そういうイメージも与えかねないというよ

うなところでですね、議会に対しては、非常に

慎重な形で対応を考えておりますもんですか

ら。 

 今、亀田委員がおっしゃった部分について

は、まあ、痛しかゆしというところもございま

して、なかなかですね、気持ちを察していただ

ければというふうに思います。 

○委員長（前垣信三君） はい。委員長から申

し上げたいと思います。 

 基本的には、皆さん方の共通認識として、新

庁舎はつくるんだと。当然、合併特例債を使う

と。合併特例債を使うということは、平成３２

年度までには完成するということの共通認識

は、まず持っていただきたい。 

 そして、規模等にもよりますけれども、規模

が大きくなれば建設期間も長くなりますので、

早急な審議を進めないといけないということは

わかります。 

 で、今、３月議会が終わった後に、なぜ早急

に委員会を開かないのかという御指摘もありま

したが、いろんな会派の日程等もありましたの

で、私としては、なるべく早く開催をいたした

いと思いましたが、いろんな調整の結果、きょ

うになってしまいました。 

 私のほうが、執行部と協議を重ねながら、な

るべく早い進展をしたいという気持ちには変わ

りありませんが、今回は、きょうになったこ

と、これは、委員長、私の不徳だと思いますの

で、お許しをいただいて。（｢そんなことない

ですよ。謝らなくて、委員長」「それはないで

す」と呼ぶ者あり）いえいえ、これは私の不徳

ですから。なるべく早急な審査を重ねていきた

いということを申し上げておきたいと思いま

す。 

 ほかに。 

○委員（成松由紀夫君） その、けんか売りよ

っとか、けんか売りよらぬとかっていう言葉は

よかっですけども、そういう高圧的な話じゃな

くて、この間の質疑の、私とのやりとりの中で

答えられた部分がですね、やっぱり少しかみ合

わなかったのかなという残念な思いもある中

で、多分、執行部もそこを受けとめて、今、発

言したんではないかなというふうに思います

し、まあ、けんかする話じゃなくて。 

 市長が外国行っとったり、すと、あのときの

質疑でも、自民党が視察行っとっじゃないかっ

て、やめろというような話、ニュアンスです

ね、があったんですが、うちもですね、別にそ

の視察の日程のところで開催要求があっとれば
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ですね、それをやめてでも残っとですよ。あた

かも、視察が入っとって、視察ありきで、我々

が委員会に臨まないようなことではなくて。 

 実際問題はもう、毎週でもやろうと。スター

ト時から、うちも公明党さんも、２月までには

早目にやろうじゃないかと。 

 で、間に合う、間に合わないという部分にな

ると、この間、私がるる言うたように、適正な

工事期間を設けとかないと、あんまり押しつま

って、工期のけつが決まっとるところで、中に

は業者さんも、そん工期ならできぬ、なかなか

難しいというような言葉が、専門的にやられと

る方の話からも一部出とったから、あの方々

も、これまでの議会の動向を見とったらまずい

方向に、間に合わぬ方向に行ってしまうんじゃ

ないかということで、陳情３本出てきておる経

緯がありますですよね。 

 だから、今から、とにかく、機能、希望、予

算、これをどんどん話を皆さんやっていきまし

ょうよというときに、間に合うようにやろうじ

ゃないかというお話だったので、何で執行部が

開催ばしに来ぬとかというと、やっぱ執行部も

多分、いたずらに早うせろ早うせろって言う

と、そこでやりとりが今まであっとですよね。

早うせろ早うせろって言うたっちゃ、間に合

う、間に合わぬて言うたっちゃというような押

し問答もあってたから、多分、執行部としては

なかなか言いづらかった部分があろうと思いま

す。 

 で、うちとすれば、そういう、何か視察にか

まけてるような言い方もされたんでですね、代

表で話をして、うちは一日でも早く、いつでも

いいですよということで、古嶋総団長から開催

の申し入れがあっとったと思うとですよ。 

 早速、その本論に入らなきゃいけないんです

が、私が思うにですね、やっぱ本庁建てかえの

ですね、部分の、これはやっぱ、５０年物とい

うか、建てれば。１０年後、２０年後、まあ５

０年後も含めてのコストシミュレーションです

よね、本庁の。そこのシミュレーションと、

今、亀田議員の最初の話に関連すっとですが、

支所の耐震とか、支所は分散型ちゅうことで、

分庁方式は全くない話ですからね。分庁方式と

なると、総合窓口の問題云々が絡んでくるか

ら、それは各町村の市民の方々に、――旧町村

ですね、市民の方々に了解は多分得られないだ

ろうなというのがあるので、総合窓口を置いた

上で、本庁から幾つか出し入れできるのかどう

かっていうのが分散型っていう話なんで。 

 そこの各支所の耐震であったり建てかえの時

期であったり、そして建てかえた場合どうなの

かという、そういったことも網羅しようなです

ね、コストシミュレーションみたいなものはあ

るのかないのか、また、時間がなければつくら

ぬといかぬとでしょうけど、そこら辺の何か資

料は求められるのか、あるのかないのか、どう

なんですかね。 

○委員長（前垣信三君） 執行部、どなたか発

言できますか。 

○新庁舎建設課長（谷脇信博君） はい。シミ

ュレーションというところまでは行きませんけ

ども、本庁を建設するに当たっての、それが及

ぼす公債費への影響、財政計画への影響という

のは、前回、まだ総額１３４億円の話を出した

２月の段階で、１回、渡しておるところでござ

います。だから、そういうのはございます。 

○委員（成松由紀夫君） あれだと少し、ちょ

っとわかりにくいかなというのがあるとですよ

ね。もうちょっと何か、グラフ化して、市民の

方が見てわかりやすいように、一目瞭然という

か。 

 案外ですね、出てきとる資料を心配されてる

方が見たときに、やっぱりどうしても、行政用

語が多かったり、やっぱり専門用語が多いと、

これは何かい、これは何かいって、一々問い合

わせて来なっ方もおんなっとですね。この意味
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がわからぬとか。なんで、少し、市民にもわか

るようなやつであれば、議員さん方は当然わか

るし、そういったわかりやすい、グラフ、――

グラフっちゅうか絵とか、何かそういったもの

がついたやつを１つ、資料をつくってもらえま

せんかね。 

 どうですかね。委員長、どうですかね。 

○委員長（前垣信三君） はい、執行部と検討

をいたしたいと思います。（｢異議なし」と呼

ぶ者あり） 

 ほかにございませんか。 

 はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 委員長の話でもあった

んですが、委員会で否決の議員、分散型の提案

がなかったということがあったというふうに思

っとっとです。 

 分散型だって、委員長の当初の話の中にもあ

りましたように、その辺の話までしとったと思

っているというような話もあったんですが、委

員会否決の理由は、分散型の提案がなかった

と、本庁の集中型だったということが主な理由

ですよね、と思っております、というような話

をしてきたと思っております。 

 で、執行部は、その分散型の提案を、シミュ

レーション、対案対案て言うたつですばって

ん、分散型のシミュレーションをつくっていた

だきたいと思っているんですが、そうせぬば話

の進まぬと私は思うんですが。その件につい

て、そいばつくるつもりのあっとかなかっかも

含めてですたい、そうせぬば話の進まぬと思う

とですよね。この話ば進むっために。 

 どげんすればこの話の進むかというと、――

否決する理由はそこだったですけん。で、比べ

てどっちがよかかていう話ばして、話ば転ばし

ましょうて思うとっとに、それがなからぬまま

に提案がなされたということについて、数がそ

ろわぬだったっちゅう話ですけんが。それば今

後どげんするつもりなのか。そればせぬ限り、

この話は進まぬですよ。 

○新庁舎建設課長（谷脇信博君） はい。せん

だってから、話の中で、代替案という単語がよ

く出てくるんですが、（｢対案って言いよった

よ、この前、話したのはな」と呼ぶ者あり）え

え、今おっしゃっておられる部分ですが、執行

部のほうからは、今まで面積にしまして２万３

５００平米の基本構想の案、それと、この委員

会の意見を受けまして、１万９８６０平米の案

を出させていただきました。 

 実際、この分散型の提案がないということで

ございますが、分散型というのは、私どものほ

うは、市民のワンストップサービスでありまし

たり、防災上の問題でありましたり、あと、行

政効率のことを考えますと、ベストではないと

いう判断をいたしておりましたので、分散型の

やつは出しておりませんし、また、特別委員会

から特段に、こういう形で、こんなふうなイメ

ージのやつを出してくれんかというふうな指示

も受けておりませんので、出してなかったとこ

ろでございます。 

○委員（亀田英雄君） 話は知っとったけれ

ど、指示がなかったから、せぬだったという話

なんですかね。と理解してよかですかな。 

○新庁舎建設課長（谷脇信博君） はい。委員

会の中で私たちが２案出しました後に、実際、

成松議員からあった案というのが、市民検討委

員会で出ている部分、要は、市民の共同スペー

スでありましたり、そういうフロアーあたり

を、あと防災機能ですね、その辺まで減らした

んじゃなくて、ちゃんと（聴取不能）（委員亀

田英雄君「分散型は」と呼ぶ）やれという、そ

こはきちっと指示がありましたので、２万５０

０平米というのを出させていただいておりま

す。それはあくまでも成松議員案としてから私

たちは出しておりますので、執行部からの提案

ということでは扱っておりません。 

○委員（成松由紀夫君） 私もそがん理解しと
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っとですよ。 

 私のとり方ですね、私の主観でいきますと、

最初、執行部がこれなんですよというのが１３

４億の分。あのスペースの分というとが、私は

ベストと思うとっとですよね。 

 というのは、この間も、質疑は今までの経過

で言うとるとおり、市民検討会であったり、地

域協議会、中学生だったり、いろんなところの

御意見を集約して、そしてバリアフリーの問題

と通路、防災機能、その中を圧縮したものが、

私は、あの最初出してきた案ということを思っ

とったです。 

 ただ、金額的なものはですね、平成２３年の

試算だったから、このスペースでこの予算で、

ほんなごてでくっとかい、平米当たり、国交省

の（聴取不能）で見っと違うんじゃないかとい

うことで、その話もした中で１３４が出てき

て、ああやっぱりそういう線になってるな、労

務単価、資材高騰も含めてということで、最初

は認識しておりました。 

 ところが、皆さんの中で数字にびっくりした

という話から、もうちょっと切ったやつを出し

てこいよと、これは高過ぎるぞというので、２

案目が出てきましたね。 

 ２案目を見たときに、市民の使うスペースで

あったりとか、防災機能の分であったりとか、

バリアフリー考えると通路の分とか、災害時の

ですね、いろいろな避難経路も含めて考えたん

ですよね。それは自民党会派の中で考えて、こ

れはもう、開き直って切り過ぎとっとじゃなか

かっていうふうな印象でした。切り過ぎてるも

のが出てきたなと、１００億切って。 

 だもんだから、私からすると、執行部に、こ

れは切り過ぎだいけん、まちっと真ん中ぐらい

の、皆さんの意見が少しずつ残るようなやつは

なかっだろうかと、その辺の部分を考えてつく

ってくれぬかいと。で、これは議員のお考えと

いうことでいいですかという確認をされまし

た。だから、ああ、いいよということで、それ

が出てきました。 

 しかし、私も、今、成松議員案と言われてし

まうと、私が何もかんもつくったっていう話じ

ゃなかっですが、私が言っておりますのんで、

その案が出てきたときに、いや、私はこれでも

納得でけぬけん、成松議員案でもいいんです

よ、名前は何でも、ただ、私からすっと、やっ

ぱり１３４がいまだにベストと思うとります。 

 その中間に出てきたものですね、あれもです

ね、少し防災の部分と市民検討会あたりの御意

見、それと、市民の中にはですね、特に経済団

体あたりが、妙見さんの展示スペースだ云々て

いうことばおっしゃられる部分になると、私が

お尋ねした、そして出てきた案でも網羅できて

ないんじゃないかなというのが否めぬわけです

よ。 

 だから、この間もですね、対案、対案と言い

よんなっときに、私は対案なら２つ出てきとる

と思うとると。全て、総じれば３案あると。そ

の中で、今、出てきてる分で協議するべきだか

ら。結局、対案、対案っておっしゃられる部分

で言うたらですね、それこそ、亀田議員案であ

るか、その野党の皆さんで、ぎゃあしこならよ

かったいと。本庁はこやしこにして、支所は、

農林水産は例えばどの辺に出すとか、何をどこ

に出すとか、議員発議でですたい、修正動議で

んつくんなっとだいけん、そんくらいのとをし

たってよかっちゃなかですかね。これぐらいな

らよかよっていう、皆さんが納得するやつば、

逆に提案して、それを執行部がまた手直しする

なり、確認するなり、話し合いするなりして、

そして成案として出してきなれば。ねえ、村上

議員、それがよかっと思うとですよね。（委員

村上光則君「そら出すたい」と呼ぶ）それが早

かと思いますよ。（委員村上光則君「そら出す

たい」と呼ぶ） 

○委員長（前垣信三君） はい、はい。 
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○委員（成松由紀夫君） と思います。どうで

すか。 

○委員長（前垣信三君） はい。執行部に確認

をしますが、基本的にはいいかどうかは別とし

て、今、個人名の案が出たという話もあります

し。そうすると、そうしますと、委員さんたち

が何らかの提案をして、そしてそれを討議して

も構わないのかな。 

○新庁舎建設課長（谷脇信博君） そうです

ね。結局、執行部は一貫して、これまでもずっ

と、防災機能の面とかで、あと市民サービスの

面から、集中型でしか出しておりませんので、

分散型ができるだろうと。 

 確かに、今の分散型といいますのは、今の本

庁に入れなくなったから、やむなく出ていった

という形の分散型でございます。 

 最初から分散型で何かを出せという話であれ

ば、じゃあどこをイメージして考えてらっしゃ

いますかというのがないと、こちらのほうもつ

くりようがありません。 

 ですから、どういう部署を出すとか、何人出

すとかといったところで、さあどうなんだとい

うことで言っていただければ、この前、基本構

想案でありましたり、たたき台でありましたり

出しましたけども、あんなふうな形でちゃんと

計算してからお出ししたいと思います。（｢そ

うそう」と呼ぶ者あり） 

○委員（山本幸廣君） 今、執行部からの説明

を聞きながら、ふと感じたのがですね、なぜ修

正をしたのかということをですね、もう少し真

剣に考えていただきたい、執行部は。 

 あなた方は全庁と言うんですけども、それは

全庁は全庁でいいですよ。だけど、議会という

ところは、そういう修正をしたならば、なぜ修

正されたのかということを、まずは反省と考え

ていただきたい。 

 そして、私たちもですね、それはなぜ分散に

しなきゃいけないかということは、再三この委

員会で議論をしてきました。それは、鏡の支

所、千丁の支所、この利活用をどうするのかと

いうこと、耐用年数も考えた中ではですね、今

から２０年、３０年先まではいいんだという状

況も、皆さんと確認したわけですね。だからこ

そ分散にしてほしいと。 

 じゃあ、それから人口のビジョンを見ても、

３０年先には、鏡と千丁の支所が３０年先にな

りますと人口はどれぐらいの、ビジョンの中で

減少していくんだ、となりますと、同時に並行

してから職員数は減っていくんですよね。職員

数は減っていくんですよ。 

 となれば、職員数が減ったときに、分散した

とき、もしも鏡に２００人、千丁で２００人。

今は千丁は２４人で、（聴取不能）いっとるの

が１２０人ぐらい。鏡が（聴取不能）入れて三

十四、五人ぐらい。分散したときには、２０

０、２００いったときに、３０年後の人口ビジ

ョンを見たときにはですよ、どうなりますか、

はっきり言ってから。今、７９９で、８００で

本庁舎をつくったときですよ、職員数が減った

ときには、私は鏡は３０年後にですよ、本庁と

いうのはしっかりした中でつくって、その職員

数の中でつくるという状況が一番いいんじゃな

いかと思うんですよ。 

 今言われたから、分散型で提案してよかてこ

となら提案しますよ委員長、早速提案さしてく

ださい、次の委員会に出しますから。 

○委員（橋本幸一君） 確かに、今、提案して

くださいということが出たんですが、基本的に

はどういう方向性で提案するかということを考

えたとき、今、私たち自民党は、公明党さんも

含めて言ってるんですが、この防災機能、それ

からワンストップサービスを前提とした提案で

すね、そこはですね、何かの基本を持ってない

とですね、これはちぐはぐになっていってしま

うし、まだいろんな、将来、人口減、それから

職員減ていうことは、確かにあるかもしれない
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ですよ。 

 しかし、これからいろんなやっぱりサービス

の多様化がしたとき、果たして窓口がですね、

比例して減っていくかって、私はそうじゃない

と思うんです。 

 だから、ちゃんとした窓口というのは当然必

要だし、そこの部分についてはまだ未知数であ

るわけですたい。だから、やっぱり今を基本と

して、私は防災機能を、それからワンストップ

サービスというのは、これはちゃんとした基本

の中に置いての提案でなければいけないと、私

そう思います。 

○委員（成松由紀夫君） 要するに、私が一般

質問なり質疑でも触れたんですが、職員削減、

根拠のないっていうふうに言ったんですけど

ね。 

 というのは、やっぱりですね、今からいろい

ろ地方に分権といいますか、権限移譲されて、

本当に職員さんが、まあ人口は減ります、職員

さんも減るのは減ると思いますが、今のままだ

と、ただ、緩やかであってですね、やっぱり職

員の業務なんかはまた多岐にわたっていくと思

うんですよ、権限移譲であったりいろんなもの

が出てくると。 

 だから、極端に減るようなことではないとい

うのを思うので、やはり、今、橋本さんが言わ

れた、やっぱりワンストップサービスであった

り、防災機能の拠点としての確保、一般質問で

言うた県庁の新館の方法がぴしっとですね、日

赤、自衛隊とも対応できるようなこと、の容量

を確保してある、そういったものも少し考えた

もの、何か基本とする、ベースがあるもので考

えていただきたいと思います。 

○委員（亀田英雄君） 議会に対案を、提案を

せろということだったんですが、執行部の執行

権を最大限尊重してせぬとですよ。執行権、国

会のごたる、勘違いしとっとじゃなかですか。

執行部が提案してくっとが筋でしょう。だけん

せぬとですよ。執行部の執行を最大限尊重し

て。（｢権限ば侵すもん」と呼ぶ者あり）せん

ば執行部じゃなかですもん。 

 八代の優秀な執行部は、私たちの意を酌ん

で、それなりの案を出してくるるもんというこ

とでしとったっですが、それは執行部の権限を

持っとることになりますもん、今度出したら。

よかっですか、それで。出しますよ。 

 そげんした話じゃなか話ですよ。おたくたち

は執行部の、執行部としての尊厳はなかっです

か。踏みにじることになりますよ。 

 よか、答えは要らぬとだけん。私はそげんと

まで考えて、あえてせぬだった。で、完全な、

まだフリーハンドの試案ですが、副委員長に預

けときましたので、後で部長、委員長、副委員

長で検討してもらえばよかと思います。 

○委員（橋本幸一君） 私が今言ったですね、

防災機能とワンストップサービスはやっぱり、

基本に置くってことは、ここは、この委員会で

の共有の基本的理念として、これは合意でけぬ

とですか。 

○委員長（前垣信三君） 皆さん方のお手元に

あるかと思いますが、この、新庁舎建設準備室

が作成してお手元に配っとるのがあります。こ

れを、もしないならいいですが、そのまま見ま

すと、本庁方式と分庁方式と挙げられて、メリ

ット、デメリットが書いてあります。この時点

では、本庁方式にするという話ではなくて、本

庁方式の場合はこうです、分庁方式の場合はこ

うですという、これ資料だと思うんですね。 

 このあたりを踏まえて、これから私たちが話

を進めていくのはどういう方向にするのか、こ

こが一番大事かなと思います。（｢そこは知っ

ています」と呼ぶ者あり） 

 で、今、橋本委員がおっしゃったみたいに、

ワンストップサービス及び防災機能も考えて、

どういう方式を選ぶのか、このあたりがこれか

らの審議の方向だと思います。 
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 で、先ほど言いましたように、成松試案では

ありませんが、委員の方々が提案をしていただ

いて、それを皆さん方と討議をするということ

もできるということであれば、皆さん方が、了

解をいただければ、それぞれの案をお出しいた

だいて、皆さん方とお諮りしても構いません。

そのあたりはどうでしょうか。 

○委員（古嶋津義君） はい、古嶋津義でござ

います。 

 この前、亀田議員とですね、私は名前を間違

えられましたので、はい、何度も申し上げま

す、津義でございます、はい。 

 先ほど、委員長のほうから、特例債の活用、

それから建設の期間が３２年まではやろうと、

その辺は皆さんの共通認識だろうというふうに

思います。 

 その中で、先ほど山本委員からも言われまし

たように、千丁、鏡の支所を活用して、分散方

式といいますか、そういうことも提案をしてよ

かならするばいと。亀田委員さんからもちょっ

とありました、もう提案してあるかもしれませ

ぬが、その辺のところをですね、お出しいただ

ければ、やっぱり協議をしていって、なるだけ

ですね、その中にワンストップサービスとか防

災機能がどうなるのか、その辺のとこも検討し

て、まあ、よければ、週に３回でも開いて、な

るだけ間に合うようにお願いをしたいなという

ふうに思います。 

○委員（村上光則君） さっきの話に帰ります

が、執行部ですたい。先ほど、私たちに遠慮し

とっていうようなことで言われたごたったばっ

てんが、何で議会が終わって２０日近くばかり

になっとるにたい、私は一般質問でもちゃんと

言うとったでしょう、集中審議をすれば間に合

うじゃないかって。何で開こうとせぬとです

か。集中して、何回でもこの特別委員会を開け

ばよかっじゃなかっですか。そう言うたでしょ

う、部長。そしたら、審議ば、今のような審議

ばしていけるわけですたい。私たちは案を出し

ますよ、そら。さっきの話じゃないけど、１３

４億の成松委員から聞いたばってん。（｢村上

委員、招集権は執行部にはなかけん。招集権な

執行部にはなかけん。」「招集権は委員長だい

けん、執行部じゃなかっだいけん」と呼ぶ者あ

り）いや、話し合うてたい、早く開くようにす

ればよかっじゃゃなかつな。それは執行部がせ

ぬば、どぎゃんすっとんな。 

○委員長（前垣信三君） 委員長から少し申し

上げたいと思います。 

 行政視察自体は、議員にとっては非常に大事

なことだと思います。基本的には２週間前に通

告をしないといけないと。ですから、前回、自

民党さんたちが３月の末に行政視察をされた。

それは、議会が終わる、終わらぬぐらいでない

と、まず、日程的には難しかったと思うんです

ね、議長の承諾を得るには。 

 ですから、そのあたりを考えると、これから

もそうですが、視察を考える前は、まず２週間

前には言わないかぬもんですから、そのあたり

を含めて、前回の自民党さんたちの視察はです

ね、これは、視察をやめて委員会をするという

わけにはいかぬと、私個人では思います、委員

長としてはですね。だから、あの時期として

は、間違いなくこの委員会を開く日程は、難し

かったと思います。 

 なら、４月明けてすぐということでしたけれ

ども、いろんな調整をして、きょうにはなりま

した。 

 以後は、なるべく緊密に、短い時間で委員会

を進めますが、今度は議員として行政視察をな

さる場合には、そのあたりも十分含んで行政視

察の日程をおとりいただくように、これは委員

長からお願いをしておきます。 

○委員（成松由紀夫君） いや、自民党の視察

云々というのはですよ、そんな問題ではなく

て。３日間ですよね。だから、我々からすれば
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ですね、別に２３、２４の問題でもあったり、

要は、２８から３０だけ外せば、先週でも開け

たんですよね。だから何かあるんじゃないかな

っていうのは、要は準備はしとっとですよ、そ

れなりに。 

 で、今回の視察の分は、視察研修というより

も、各省庁に対する意見交換であって、これも

八代市にとっては大事な要望活動でもあったの

で、２週間前とおっしゃいますけど、３週間前

から組んで、どうしても、これもぎりぎりのタ

イミングのことを一生懸命、古嶋総団長を中心

にですね、やっとるわけですね。だから、それ

がこの委員会に影響する、影響しないというよ

うなことは、最大限、影響しないような形で、

３日間という部分ですので。余り、この特別委

員会をですね、遅延するために行くようなこと

でもないわけですから。そこはお取り計らいい

ただきたいのと、それと、――（委員長前垣信

三君「いやいや、私が申し上げたのは」と呼

ぶ）よろしいですか。（委員長前垣信三君「は

い、はい、はい」と呼ぶ） 

 それと、あと、成松試案っていう話がちょっ

と、今言いなったんですけど、せめて、執行部

が出した第１案、その後出てきた第２案、で、

私がお願いして出てきた第３案ぐらいに、執行

部とちょっと。（｢執行部が訂正すればよかこ

ったい。ネーミングば訂正さすったい」と呼ぶ

者あり）ネーミングば。 

 成松試案っていうと、また何か俺があたかも

一から十まで何かして、それに大賛成て。

（｢俺は大賛成て思うとるよ、俺はそう思うと

るよ。」と呼ぶ者あり）俺が大賛成なら成松試

案でよかですよ。 

 前垣さん、俺がですね、大賛成ならよかです

たい。成松試案で。ところが、成松試案ちゅう

か、私は第１案が賛成なんで、そこは第１案、

第２案、第３案ぐらいで。 

○委員長（前垣信三君） はい、議論が白熱を

いたしておりますが、なるべく冷静に御審議を

お願いしたい。 

 先ほど、成松委員がおっしゃられましたが、

何も私は自民党の会派の視察がいい、悪いとい

う話ではないんです。たまたま２週間前に、視

察の日程は議長の許可を得ないかぬから、どう

してもあの時期にしかできなかったということ

を私は申し上げたんです。だから、今後のこと

もお願いをしたのはそこです。活動されるとき

には、そのあたりの日程も含んで調整をお願い

したいということを申し上げました。 

 それと、執行部に、今、個人名を出して何と

か案という話をされましたが、以後は、そのあ

たりはなくしたいと思いますので、十分、発言

には注意をされてください。 

 はい、ほかに。 

 はい、谷脇課長。 

○新庁舎建設課長（谷脇信博君） 済みませ

ん。個人名の案を出したことをお詫びいたしま

す。（｢そうそう」と呼ぶ者あり）が、執行部

案ということで出してしまいますと、その案に

つきまして、執行部は執行部が出したのから選

んだだけだよということで考えられてしまいま

すと、結局、執行部としては、これならいける

というところの、とこまでたたいて出していく

わけですので、それを、ただ単に執行部から出

された案なんだという扱いで、今回、別建てで

注文を受けたものをつくる際に、それを執行部

からの案ということで扱ってしまいますと、そ

れに対して、私たちは、その説明ができない、

要は、どこの部署を出すとか、何人どこに出す

っていう話が、私たちでは説明がつきません。

ですから、あえて、執行部案とは違うものであ

りますということをわかっていただくために、

申しわけないんですが、個人名を使わせていた

だきました。 

 で、そこのところを御理解いただきまして、

この案の扱い方でございますが、多分、議事録
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のことも心配されてだと思います。ですから、

議員提案とかそういう言い方でさせていただく

と助かります。 

○委員（成松由紀夫君） 了解しました。そが

んせないかぬでしょうね。責任持ってやっぱり

せんと。 

○委員（亀田英雄君） 分散型の提案をしよら

ぬでおって、出る出ないという話を執行部がで

けぬて話はでけぬじゃなかですか。まだしとら

ぬとだけん。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） はい。今、谷脇さんが

言われたというか、自分たちが、執行部が出し

た案が、それが一番の、最良の案だいけんがと

いうことで、それを傷つけたくないというよう

なふうにしか、私は聞きとれぬだったです、今

んとは。自分たちが、そういう案を、２案、３

案出してくるっていうのは、全くもって受け付

けないんだよというような話にしか、私たちに

は今聞こえぬだったですけど。 

 それはそれでよかっですけど。ちょっと、さ

っきの話に戻らせていただきたいんですが、案

を出してくださいよって話ですよね、今、谷脇

さんが言われたんですけど。本当にそれでいい

んですかと、もう一回、私は確認しますよ。こ

れまでの中でですよ、私、議員、７年してきた

っんですけど、これまでそやん話がなかったと

思うんですよね、やっぱり。いろんなところ

で、自分たちの、さっき、自分たちの執行権ば

侵すっちゃなかって、亀田さんが。あんたたち

の仕事ば、俺たちがとるとじゃなかかっていう

話なんですよね、議会が、結局。 

 だけん、今まで、そういう、執行部は自分た

ちの仕事っちゅうのを、頑なにですね、やっぱ

り誇りば持って守ってこらしたと思うとです

よ。それば、今度ぶいやっとかいって話です

よ、議会に、議員に。それをね、そういう新し

い時代に、この八代市と八代市議会が入ってい

くんですかというような問いかけなんですよ、

今。 

 そうなれば、この庁舎問題だけじゃないんで

すよ。議運でいろんなところ、また話さんばな

らぬとですよ。じゃあ、あそこまで私たちは介

入するようにしましょうよと。ほかの地方議会

では、そやんことば、今、しよらすけんです

ね、いっぱい。それで本当にいいんですかっ

て、新しい時代に入っていいんですかっていう

ところを問いかけたい、問いたい。よかっです

か、それで。ただここにおらす人たちで、その

一課長がそがん話ばしていいんですか。 

 答えられぬでしょう、だって、そやん話。全

部にかかってくっとですよ、今後の審議の。議

会の。議員提案じゃないんですよ。議会として

そこまで介入していくということば決めていく

とですよ、今度は、全部。（｢えらい高圧的

な」と呼ぶ者あり） 

○新庁舎建設課長（谷脇信博君） はい。 

○委員（野﨑伸也君） いやいや、谷脇さんが

答えてもどやんもならぬでしょう。だって一課

長だもん。（｢そら難しかよ、方向性の話だい

けん」と呼ぶ者あり） 

○財務部長（岩本博文君） 今度のこの特別委

員会は、そうですね、新聞報道とかにもありま

したように、要するに、本庁方式の集中型と分

散型で、今、平行線の中での議論が行われてい

るというところで、平行線ということであれ

ば、いろいろな案をいただきたい。 

 この特別委員会が、もともとつくられた意図

というのは、どういう庁舎をつくるのかという

ようなところをここで話していただきたいとい

うところで、たたき台で出しております。 

 だから、このたたき台をもとに、たたき台は

あくまでも本庁方式の集中型なんですけれど

も、その中で、分散型のかわりの案はこういう

ものだというところを、この特別委員会の中で

の案として、ただ議論をしていくというよう
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な、私は思いを持っておりました。（｢趣旨が

違う」と呼ぶ者あり） 

 あくまでも執行部の案でだけでやっていくと

いうんじゃなくて、意見をもらう。意見をもら

う中で、いろんな案をまた出してもらう。そう

いう理解をしておりますけど。（委員野﨑伸也

君「終わりですか」と呼ぶ）いかがでしょう。

（｢もう終わった」と呼ぶ者あり） 

○委員（野﨑伸也君） はい。今問いかけたの

は、今回の私たちに、議会に、そういった提案

をしてつくれっていうような話が、今後もずっ

と引き続き、新しいことになっていきますよ

と。いろんな部分の、あなたたちが今持ってい

る、市の職員さんたちが持ってる、守ってきた

ものまで、議会が介入していくことになります

よと、それでいいんですかというとば問うとっ

とですよ。答えが全く違うじゃないですか。

（委員成松由紀夫君「委員長、ちょっとよろし

いですか」と呼ぶ）いやいや、今は俺が聞きよ

っとだいけん。（委員成松由紀夫君「介入て…

…」と呼ぶ）おかしかろもん。ちょっと待て

よ。（委員成松由紀夫君「何や、待てよて」と

呼ぶ）僕が今しゃべりよっとやけん、おかしか

ろうもん、あって。（｢委員長、委員長が指名

せな。整理してください」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） 私が指名した方の発

言でお願いします。（委員成松由紀夫君「本会

議でもそれぴしゃっと言っとらぬだったでしょ

う、議長も整理し切らぬとだったんだいけん。

余りにも高圧的に執行部に話し過ぎるのはいか

がなもんですかという話をしたかったんです

よ」と呼ぶ） 

 委員長から申し上げますが――。（成松由紀

夫君「執行部が委縮するよ、そういう言い回し

しとったら」と呼ぶ） 

○委員（野﨑伸也君） 今、対案を出せという

ような話になってきて、出さんばんですねって

いう話まで行っとるけんが、ちょっと待ってく

ださいって言うとっとですよ。本当にそれでい

いんですか、執行部はって。今後の議会との執

行部のあり方が変わってくっとですよていうと

ば問いよっとですよ、今。（｢何も高圧的じゃ

なか」と呼ぶ者あり）本当にそれでいいんです

かって。 

○委員長（前垣信三君） ここにですね、私が

先ほど申し上げました方式の書類があります。

これの中に、分庁方式の場合、あるいは本庁方

式の場合の例示をされておりますね。 

 ただ、この中には、泉支所とか、そういった

支所も含めて提案はされています。だから、形

としてはですね、執行部としては、本庁方式で

あり、分庁方式であり、何らかの提案はされて

おります。 

 だから、これを皆さんが見られると、どうい

うふうに判断をするかというのは、この委員会

の審議の中であると思います。執行部が本庁方

式しか出してないですよということには当たら

ないと、私は思います。 

 ただ、今、執行部から、委員さんの発議で何

か案を出していただければ、この委員会で審査

をしようということには、何も異議はないと思

いますので、それは構いませんが、執行部にあ

れするわけではないんですが、執行部は執行部

なりに、それなりの案は出されてはおるんです

よ、これを見ますとね。ですから、たまたま今

の審議の内容が、どうしても本庁方式にこだわ

ったような方向でお話をされるから難しいと思

うんですね。 

 この委員会自体をどういう方向性にするか、

どういう方式にするかが一番問題であって、こ

の委員会で討議された内容によって、執行部は

その方式をとることはあり得るんですか。まず

そこを確認をしておかないと、ここで審議した

意味がありません。 

 というのが、ある新聞報道で、市長さんが、

このままでは平行線だとおっしゃった。平行線
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という意味がどういう意味かはわかりません

が、絶対、本庁式は譲らないという話の平行線

なのか、お互いが歩み寄りをとって共通点を見

つけていくという方向ならばですね、どこまで

行っても平行線という話にはならないと思うん

ですが、この委員会の皆さん方の審議の内容

で、執行部、あるいは市長が、そのようは方針

転換、――転換と言ったら語弊ですが、そうい

った方向性をお持ちになるのかどうか。執行部

はどうお考えですか。これが一番大事なことだ

と思うんですね。 

○財務部長（岩本博文君） はい。そこまで

の、最終的な市長の確認はしておりません。 

 先ほどからですね、案を出せっていうのは、

何と言うか、執行部がつくっとるような案とい

うようなイメージは、私たちは持っておりませ

ん。例えばですね、どことどこの支所を使って

というか、その辺の、何と言うか、もうちょっ

と具体的なところを示してもらえば、それをも

とに、ちょっと。（｢執行部でつくってことで

すね」と呼ぶ者あり）だからそこを、どことど

ことか、もうちょっと具体的に言ってもらえ

ば、作業がしやすいというところです。 

 そうせぬと、全支所を使って分散型ってする

と、今の執行部の立場上、やっぱり全ての地域

の地域振興と言うとりますんでですね、なかな

かつくりにくいので、分散型という話を、言う

ならば、千丁、鏡という話がずっと今出てきて

ますので、その庁舎を使ってどやんかいとか、

そういうところをですね、ちょこっとアドバイ

スをしていただければやってみようかってとこ

ろなんです。 

○委員（村上光則君） それを私は一般質問で

ですよ、しましたでしょう。それが採決になっ

てきとっでしょう。私たちがそういう考えだか

らということを言うて、みんなが採決したわけ

ですよ。だから、それによって、市長もです

よ、これに歩み寄ってくるか来ぬかですよ、今

の委員長が言われるようにですよ。そういう気

持ちがあるのかですたい。全くなかっでしょう

もん。 

○委員（山本幸廣君） 今、岩本部長から言わ

れた言葉っていうのは、私がその反論じゃない

けども、再三と、この特別委員会で、鏡と千丁

の支所の活用っていうのは議論しながら、古嶋

委員とも激論したあの場面と、あのたはよく見

えたでしょう、見えとるでしょう。そういう中

で私たちは、いろんな支所の活用というのを提

案し、そしてまた、きょうまで来たと思いま

す。 

 だからこそ、分散についても、あなた方が、

執行部は執行権持ってるわけですから、私たち

に図面をつくれとか、何々せろとか、それこそ

議員の関与になるわけだけんでから、なかなか

でけないというのが現状なんですよ、今の法律

的に言ってもですね。 

 だからこそ、私たちの意見というのをあなた

方が集約しながら、執行部として、じゃあ分散

型については、鏡、千丁支所をどう活用する

か、そこにどこの部署を入れるのかですね、そ

こらについては再三と私は言ってきたつもりで

すよ。 

 ただ、数字的とか、いろんな設計図関係と

か、そういうのを私は提案していません。だけ

ど、それについては、何回もこの特別委員会で

議論して提案をしてきて、執行部としても、そ

の提案の中で、ある程度の分散型というものを

ですね、どこどこの部署に、――鏡はどこどこ

の部署を入れる、千丁にどこの部署を入れる、

職員数はこれだけなんだと。それでもまだ平米

数が余っていますとかね。 

 そういう中で、本庁をどういうふうなコンパ

クトにつくっていくのかというのを、そういう

のをあなたがたがやっぱりして、執行部がそう

いうのは対案を出していただきたいというの

が、私たちの今までの、特別委員会で確認した
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事項なんですよ。 

 それが、今さらもとに返ってきたから、そう

いうことばつくれと言ったら、あしたでもつく

りますよ、はっきり言って、それぐらいの具体

的なことはですね。 

○委員（成松由紀夫君） 今、いろいろ出とる

中でですね、さっきの成松試案とかなんとか言

われてる案も、結局、私がつくれって言うたっ

じゃなかっですよね。今、何か想像されとる、

対案ば出せ、出せが、ぴしゃっとしたものば議

員がつくって、少しやや高圧的にですよ、俺た

ちがじゃあ介入していってよかっか、そこまで

言うてよかっか、よかっかっ、よかっかってい

う、今、言い回しだったっですけど。 

 さっきの第３案、私もこれは納得してないん

ですけど、成松試案って言いよんなったばって

ん、それも、アドバイス的な意見としてです

ね、１３４からぼーんと切り過ぎた、スペース

も含めて。だけん、切り過ぎたけん、そん真ん

中ぐらいんとば、もうちょっと残すようなやつ

はできぬとですかて言うて、言うたばかりのや

つが、あの案なんですよ。 

 だけん、今、多分、執行部が言いよっとも、

分散型でこやんふうにとかいろいろ村上議員も

質問した、何もしたというイメージがあらすわ

けだいけん、それば、なら、こういったものな

んだと、我々、俺が描いてるのはこういうもん

だ、私が描いてるのはこういうもんだと。そう

いったものは考えられないのかということを執

行部に言えば、執行部がそこら辺を含めて、私

のときに出してきたような第３案みたいなもの

が出てくるんじゃないですかと。まあ、成松案

とか言われてますけど。 

 だから、それが、例えば村上さんが一般質問

の中で、実は俺はね、こういうふうに考えてん

だよと、こういう部分だったら、この辺が安い

し、こういう部分も市民サービスが向上するか

ら、こういうことはどうなんだってアドバイス

をですよ、野﨑委員でも亀田委員でもされた中

で意見を出して、それで、それだったら、そこ

でつくれますよっていう、ただそれだけの話と

思うんですけどね。そういうふうに整理しても

らったほうがいいと思います。 

○委員長（前垣信三君） 私の考え方を申し上

げて、皆さん方の意見をいただきたいと思うん

ですが、基本的に、今、個人的な成松案という

話が出ました。 

 実は、前日、執行部とも話をしました。執行

部としては出せないと。本来ならですね、成松

委員が提案されたことを執行部が考慮して出す

のは、執行部の第２、第３案だと、私は思うん

ですよ。（｢そうですね」と呼ぶ者あり）それ

を、うちはそれは出せませぬという話を、前日

はしました。 

 だから、今回についても、皆さん方がお出し

になるのは、執行部としては出しませんという

ニュアンスであると、これは審議がしにくいと

思うんですよ。 

 ですから、委員さん、成松委員さんがおっし

ゃった内容で、第３案を執行部がつくってくれ

たと、そういうたたき台にしないと。（｢そう

いうことです、そういうことです」と呼ぶ者あ

り） 

 どなたでもそうなんですが、――ちょっと待

ってくださいね、どなたでもそうなんですが、

案を執行部に出されて、執行部がそれの意図を

酌んで案を出してきてる、こういう形にしない

と、それこそ成松試案とかになってしまうと思

うんですよ。そのあたり、皆さんの共通認識と

して持っていただきたい。あくまでも、提案は

執行部からしていただきたいと思うんですが、

そのあたりの御意見を伺いたいと思います。 

○委員（矢本善彦君） 今、成松議員が言われ

たようにですね、もう何度もこんなして、分散

型なんか言いよっでしょう。もう審議してるん

ですよ。だから、はっきりしてやらぬとです



 

－15－

ね、執行部は大変と思うんですよ。どっちも時

間がたってしまう。 

 だからもう、分散型か本庁型かははっきりも

う採決してですたい、先へ進んだがよかじゃな

かっですか。そうせぬと、執行部はいつまっで

ん、ああやって分散型が何かて俺たちは言うと

るけども、随分。はっきりしたほうがいいよ。

そうしたらつくりやすかけん。（｢仮にですた

い……」と呼ぶ者あり）ちょっとまだしゃべっ

てるけん、ちょっと待って。 

 そいけん、私は、委員長、そげんせぬば進ま

ぬよ。もう分散か本庁かをはっきりしてやっ

て、ね。そして、有効活用すっとこは提案して

やって、そしてまた１回つくらせてみっですた

い。そしてせぬとさ、こやんしたふうじゃ成松

試案になってしまうもん、そりゃ。（｢成松試

案じゃなかですたい」と呼ぶ者あり）話がた

い。（｢俺が案じゃなかですもん、アドバイス

なんです」と呼ぶ者あり）話がたい。 

 そいけん、委員長、そこははっきりして、も

う。 

 分散、本庁と言うて、ずうっとあたこやんし

ていきよったて、もう。もう盆の来るばい。 

○委員（橋本幸一君） ただですね、むやみや

たらにですね、分散、本庁と言ってから、じゃ

あ、ここの課に２００人、支所のほうにあいと

るから、じゃあ２００人の部署ばぽんと入れる

と。やっぱしね、そういう何と言うかな、大ざ

っぱなことじゃいかぬわけですよね。基本的に

は、ちゃんとした基本的な考えがあって、そこ

は配分していかぬと。仮にするにしてもです

よ。 

 だから、私はさっき言ったようにですね、や

っぱり、防災機能とワンストップサービスはで

すね、ここばちゃんと基本の中にしとかぬとい

かぬとじゃなかっですか。 

○委員（矢本善彦君） はい。今、橋本議員が

言いなるごと、防災と、その何か、（｢ワンス

トップ」と呼ぶ者あり）ワンストップって、何

か言いなるばってん、それと合併特例債と言い

なるばってん、防災機能て言いなるばってん、

防災機能をぴしゃっとしたてにゃ、電信柱が倒

れてこっちは来られぬとですよ。それよりも、

コミュニティーばぴしゃっとしてやらぬと。い

や、本当よ。そやんとにお金使うてやらぬと。 

○委員（橋本幸一君） 私が言うのは、そうい

う状況になったとき、ちゃんとした指揮命令系

統のできる庁舎をつくってないと、もう烏合の

衆になってしまうという。これはもう、この前

の東日本大震災でちゃんとした、わかっとるわ

けですよね。 

 そこをやっぱり、ちゃんと、教訓を生かした

庁舎をつくっていかなければならないというこ

とと、ワンストップサービスて、もう、これか

ら高齢化社会になったとき、やっぱりちゃんと

した庁舎の中で、お年寄りは特にやっぱり、あ

あいった関係にはふなれだから、それについて

は、１つの庁舎の中で全てができてしまうっ

て、そこはちゃんとした将来に対しての配慮が

必要じゃないかという。 

 私は、ここはですね、防災機能の、電信柱が

倒れたけん来られぬって、そういう問題じゃな

いと思います。（｢市民なしゃん言いなっとで

すたい。市役所ばっかり、しゃんつくったっ

て、町の公民館に……」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） はいはい、済みませ

ん、挙手の上、発言をしてください。 

○委員（成松由紀夫君） たられば臆測じゃな

くて、実際、東北震災の部分、総括された中で

もですね、ほかの議員さんも言われましたけ

ど、公民館とか地域コミュニティーが云々とい

うのは、以前からありましたですね、この委員

会で。 

 ただ、集まっどがって、それは、集まられる

場所に集まられるんですよ。 

 ただですね、本庁っちゅうのは、そっから指
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示命令系統、日赤、自衛隊のやりとりもある、

ドクターヘリの問題だってある。 

 で、そのときだけじゃなくて、その後の地域

復興のですね、要は拠点施設として、いろいろ

な手続発行だったり何だったりということは、

市の職員さん方も、向こうに何人かですね、東

北のほうに行って、お手伝いされて、見てきた

職員さん方からも聞くとですね、やはりそうい

うきっちりしたものが、核となる施設がなけれ

ばならないというような話なんで、やはり高齢

化社会に向かっての、お年寄りに優しい、わか

りやすいワンストップサービスと、この防災機

能拠点ていうとは、これは絶対譲れぬ話です

し、財源で言うたら、この間、基金みたいな話

もちょっと出たっですけど、基金なんかはです

ね、絶対取り崩さぬでですね、やっぱり有利な

この合併特例債、この３点セットはですね、も

うくれぐれも重ねて申し上げますが、しっかり

盛り込んで頭に入れた中で審議していただきた

いというふうに思います。 

○委員（村上光則君） 今、防災機能の話が出

ましたけどですね、防災機能を考えれば、ここ

につくる必要はなかったい。交通の利便性のあ

るとこに、例えば駅前のほうに移ったほうがよ

か。そやんでしょうもん。（｢そぎゃんこっじ

ゃなかて」と呼ぶ者あり）防災機能がここだっ

たら、混雑するよ、それは。（委員成松由紀夫

君「いえ、もう決まってるんです。コンパクト

シティて」と呼ぶ）いやいや、話がそやんた

い、防災機能は言えばそやんよ。防災機能を言

うとなら、交通の利便性のいいところにせぬ

と。 

○委員（山本幸廣君） 成松議員から特例債の

話が出ましたですね、あえて私も言いたくない

んですけど、特例債の話が出れば、特例債が補

助金でただならば、全部、武道館から全部つく

ったらいいんじゃないですか。（｢使えるもん

は使ったほうがいいでしょう」と呼ぶ者あり）

つくったらいいじゃないですか。市立病院だっ

てつくられるんですよ。（｢つくれればつくっ

たらいいんじゃないですか」と呼ぶ者あり）い

いんじゃないですか、全部つくって、５００億

かかるなら、５００億でもいいんじゃないです

か。補助金ならそれでつくっていいわけです

よ。 

 ただ、子々孫々、子や孫にやっぱり負の財産

を残しちゃいかぬていうのは。あなた方がしっ

かり言っておられるでしょうが、あるところ

で。だから、そういうのを考えたときに、今の

財政状況と、これからの、やっぱり３０年先の

八代市の財政状況、計画の中でですよ、どうい

うふうに変化していくのかということ、これを

しっかり、私たちは、今の、やはり議会とし

て、議員として、使命を持っとるわけですよ、

使命を。 

 それはなぜかというのは、我々はやっぱり、

市民の方々の血税で、議会費をもらう、歳費を

もらってるし、そしてまた、我々の議員の活動

の中でも認められた議会としてですよ、市民が

つくっておられる法律なんですよ、これは。 

 だからこそ、私は責任がある。そしてまた、

市民に対して、その負の財産を残しちゃいか

ぬ。そういうことなんですよ。だからこそ、こ

ういう議論ができるんですよ。（｢そのとお

り」と呼ぶ者あり）これが一方通行でいったら

ですね、大変なことになるから、私たちは、こ

れを議論しよるわけだけんが。 

 そうでしょう。だからこそ、だからこそ、だ

からこそ今、特例債についてもいろいろと議論

して、ただなのか補助金なのか、それともはっ

きり言ってから借金なのかという議論をする中

でですよ、それははっきり言って、執行部も答

え切らぬ。執行部は、谷脇君も借金て言ったわ

けですけんでから。 

 だから、そういう中で、私は、じゃあどうし

たらいいのかということで、じゃあ、はっきり
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言ってから、今回の新庁舎についてはですよ、

じゃあはっきり言って、今の利活用できるなら

ば、鏡支所、千丁支所を利活用して、じゃあは

っきり、議会棟もどうすんのか、じゃあはっき

り言ってから、この庁舎は、本庁舎はどうすん

のかということを今議論しよる。さなかである

わけでしょう。 

 だからこそ私は、この特例債という問題も含

めて。特例債については、しっかりした中で、

私たちは市民に、納得のいくような特例債の活

用というのをしていかないかぬ。それは、みん

な認識は一緒じゃなかかと思うんですよ。だか

らこそ、今、議論しようわけだいけん。 

 だけども、あの特例債はたい、あんまりその

はっきり言って借金がなかごと、ただで補助金

やられるという認識ってのはもうやめてほしい

と思う。そういう問題じゃなか。ということで

認識してください。 

 そういうことで、委員長、整理をしていって

ください。先ほどは執行部から提案の話され

て、提案出しますから、これくらいで委員長、

どうですかね。 

○委員長（前垣信三君） ほかに御意見ござい

ますか。 

○委員（野﨑伸也君） 今、山本委員がちょっ

と確認というか、提案ばこっちから出すけんっ

ていう話だったと。（委員山本幸廣君「うん。

向こうが出してくださいって。あとは向こうが

責任があるでしょう、それは」と呼ぶ） 

 だけん、確認したいんですけど、課長が言わ

れたとと部長が言われたとはね、ニュアンスが

違うんですよね。課長が言われたとは、さっき

私もちょっと憤慨したっですけど、こっちに、

議会に出せっていうような話だったですよね。

部長は、いやいやって、言ってもらえれば、あ

とはつくりますよっていうような話までは、私

は言われたと思うとですよ。 

 だけん、そこはやっぱりですね、執行部のほ

うもですよ、ちゃんと私はやっぱり、統一して

もらいたいというともあるし、結局、委員長、

山本委員が言われたように整理してほしいんで

すが、いいんですかて、それでってとこば、ち

ょっと確認したいんですよ。どっちだったった

いって話で。 

○新庁舎建設課長（谷脇信博君） はい。私が

さっき申し上げましたのは、こちらのほうで、

結局つくる作業はします。ですが、それのベー

スとなるところを出してくださいという言い方

をしました。 

 だから、議会に対してつくれということを言

ったところではございません。（委員野﨑伸也

君「いや、違ったっですよ」と呼ぶ） 

 ですから、今現在あるのが執行部案１、２と

するならば、今、対案１があるというところ。

だけん、対案２、対案３で構いません。それを

つくるためのベースを下さいというところでお

話をさせていただきました。 

 それと、もう１つですが、市立病院でござい

ますが、合併特例債があるならば――（委員野

﨑伸也君「要らぬことしゃべらんちゃよかけ

ん」と呼ぶ） 

 いやいや、これ、聞いてらっしゃる方々が誤

解されると思うんですよ。（｢うん、誤解す

る、誤解する。当然しますよ」と呼ぶ者あり）

（委員野﨑伸也君「それはどっか違うとこしゃ

べればよかじゃなかですか。俺が今質問したと

に答えてもらわぬば」と呼ぶ）（｢出たけんた

い」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） どうぞ、谷脇課長ど

うぞ。 

○新庁舎建設課長（谷脇信博君） 市立病院と

いいますのが企業会計でございまして、企業で

すから、我々この一般会計のほうで合併特例債

を使ってからつくるという品物ではございませ

ん。企業がつくって、その借金を返していくと

き、一般会計は、その借金返す分の半分を繰出
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金で出していくという、そういう構造です。 

 つまり、２０億とかいう形も出てましたの

で、もしも２０億かかるんだったらば、病院事

業債を借ります。１００％の充当です。それで

借りて、それの半分、約１０億円、これを通常

の場合、２５年償還しますんで、年の計算でい

くと４０００万ぐらい。４０００万ずつ２５年

かけて返していく。それを、一般会計がお手伝

いするという形になりますので、合併特例債と

は全く違う世界の話になります。ということ

も、ちょっと御理解ください。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） 谷脇課長、今、私が市

立病院の、今、特例債の話ばしたけんでから、

補助金ていう立場の中でね、借金という立場な

らば、あなたのような答弁でいいんですよ、

ね。成松委員が言われた特例債については、い

ろんなところから飛び交っとう中でね、補助金

ってやっぱりもう、はっきり言って、ただでく

れらすというような認識が多かわけよね、市民

の方々も。だからこそ、（聴取不能）たい。わ

かる。特例債がただならば、市立病院だろうが

建ててよかですよということたい、ただなら

ば。国からただでもらいよるけんっていう話ば

かりだいけんが。そういうふうに市民は認識し

とうとよ、今。一部の市民がよ。全体の市民じ

ゃありませんよ。一部の方々はよ。 

 だから、そういう認識を、あなた方は今説明

したけんでから。私、わかってますよ、あなた

が言ったの。調べとっとだけん。市立病院の問

題。 

 だけども、ただだからて言うなら、ただなら

ば市立病院をつくりなさいてなるわけたい。た

だそれだけんことたい。 

 あんたが説明もよかし、私の説明もよくわか

っとうわ。（｢終わりましょう、大概で」と呼

ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） 先ほど委員のほうか

ら提案をされた内容について、執行部が案をつ

くるという形で、考え方でよろしいですか。あ

くまでも、それは個人試案ではなくて、委員か

ら出されたものについて執行部として検討した

案という考え方でよろしいですか。そのあた

り、皆さん方、共通の認識をしたいと思いま

す。そうじゃないと、何々案ということになり

ますので。あくまでも、それは、委員が出され

た分については、執行部で検討されて、それに

ふさわしい案という出し方をされて、そういう

解釈でよろしいですか。執行部にお尋ねしま

す。 

 はい、岩本部長。 

○財務部長（岩本博文君） どんどんどんどん

案が出てきますので、いろんな、その次の案、

対案ということで、そして、いろんな案の中

で、また検討していただくということになるん

ではないかなというふうに思っています。 

 以上です。 

○委員（成松由紀夫君） 今、それで、委員の

方々のアドバイザリーちゅうかアドバイスがあ

って、それから執行部がまた何々議員のアドバ

イスからの案ということになるんですね、私の

ときの話のように。 

 その部分で、本庁方式集中型の部分だった

ら、案外スムーズに、スピード感ちゅうか、時

間的にすっすっと行くと思うとですけども、分

散型になると、やっぱり支所活用の問題と絡ん

できますよね。そうなると、企画が絡んでくっ

と思うとばってんが、そこら辺はほら、もう一

切考えておりませぬという答弁が何回かあっと

るですよね。支所活用とはまた別に、分散型、

分庁方式のときの答弁も、１０年前の本庁方式

でいくということでっていう答弁ばしなったで

すたい。考えはございませんというのは。 

 だから、そこら辺とは、どやんかうまくリン

クできて、その担当課同士で話しながら、分散

型ばつくられるとですか。（｢うん、うまいこ
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とせないかぬとかな。すっとが当たり前だも

ん、行政だいけん」と呼ぶ者あり）どうなんで

すか。 

○企画振興部長（福永知規君） はい。企画振

興部、福永でございます。 

 今、御質問の支所の活用ということですけど

も、地域振興、それから防災拠点、窓口サービ

スの提供ということで、これは、支所はその役

割を果たしていくんだということを前から申し

上げさせていただいております。 

 今、新庁舎の建設についての中での、どのよ

うな変化、影響を受けてくるかということは十

分、執行部の中で調整をさせていただきたいと

思います。 

 １つだけ、この前、説明をさせていただいた

活用の方法、具体的なものがまだございません

ということで話をさせていただいた件ですけれ

ども、御紹介させていただいた中の１つの、宮

地東小学校の廃校の活用、これも、公共施設の

再活用、再利用ということで、５月４日に滑り

出しをするというふうに聞いております。 

 それを行うに当たっても、２年ほどの手続に

要しておりますので、しかし、そういう先例が

あるということは、利活用に対しては道は開け

ているというふうに感じております。 

 いずれの庁舎にしましても、非常に不動産価

値も高いというようなところは感じますので、

利活用については積極的に推し進めていくとい

う姿勢は変わりません。 

 以上でございます。 

○委員（成松由紀夫君） 前回は、ちょっと違

ったと思うとですよね。だから、支所活用につ

いては、今考え中という話だったですよね。本

庁方式、分庁方式の話のときには、いや、その

考えは一切ございませぬだったからですね。だ

から、今の話でいけば、何かまたぽやぽやっ

と、何か変わってきてるような気がすっとです

けども。それは、変わったんですか、今回は。

（｢変わっていかぬばいかぬとたい」と呼ぶ者

あり） 

○企画振興部長（福永知規君） 済みません、

私の以前のですね、発言が、そのように受け取

られたということであれば、私の説明不足だっ

たと思いますけども、今申し上げましたとお

り、行政改革大綱の中にも、行政財産の活用と

いうことは明記してございますので、我々はそ

の方針で進めさせていただくということでござ

います。（｢わかりやすく言ってください。も

うちょっとわかりやすく。この間の答弁と反比

例するごたる答弁が」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） よろしいですか。 

 ほかに御意見はございませんか。（｢なし」

と呼ぶ者あり） 

 はい。実は、先ほど矢本委員さんのほうか

ら、もう採決をしたらどうかという話が出まし

た。確かに、八代市の将来をこの１２名の方で

お決めいただくことも大事なことだと思います

が、果たして、その１２名の方の意見が市民の

皆さんの意見であるかどうかということになり

ますと、非常に問題があると思いますので。 

 私は個人的には、なるべく採決はしたくな

い、いろんな議論を重ねた上で、方向性を導い

ていきたいと思いますので、どうか、そのあた

りは御協力をお願いしたいと。で、活発な御意

見をいただきながら、何らかの方向性を求めて

いきたいと思います。 

 先ほど執行部とも協議は成立をいたしました

ので、委員さん方から御提案があればお出しい

ただいて、執行部がそれなりの検討を重ねた上

で、追加の案として皆さん方にお諮りをすると

いうことでよろしいでしょうか。（｢異議な

し」と呼ぶ者あり）よろしいですか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） はい。異議なしと認

めましたので、そのように決しました。 

 ほかに何かありませんか。 
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（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） なければ、次回の委

員会の日程について協議を行います。 

 小会といたします。 

（午前１１時１４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時１７分 本会） 

○委員長（前垣信三君） 本会に戻します。 

 次の委員会は、４月１４日木曜日１０時開会

といたしたいと思いますが、よろしくお願いい

たします。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） 以上で本日の委員会

の日程は、全部終了いたしました。 

 これをもちまして新庁舎建設に関する特別委

員会を散会いたします。 

（午前１１時１７分 散会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    平成２８年４月８日 

新庁舎建設に関する特別委員会 

委 員 長 
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